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ス
ス
キ
の
穂
が
風
に
そ
よ
ぎ
、
月
が
き
れ
い
に

見
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
時
期
、
戦
前

の
宜
野
湾
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。　

『
宜
野
湾
市
史
第
五
巻
資
料
編
四
　
民
俗
』
か
ら
、

ひ
も
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。　

　
宜
野
湾
の
各
地
域
で
は
十
五
夜
の
日
（
旧
暦
の

８
月
15

日
）、
家
庭
ご
と
に
細
長
い
餅
に
小
豆
を

ま
ぶ
し
た「
フ
チ
ャ
ギ
餅
」を
作
り
、
火
の
神
や
霊

前
に
供
え
ま
し
た
。

　
野
嵩
で
は
「
御
月
お
祭
り
」
が
あ
り
ま
し
た
。御

願
所
で
酒
や
果
物
を
供
え
、
十
五
夜
の
月
が
上
が

る
と
同
時
に
、
太
鼓
に
合
わ
せ
て
歌
い
な
が
ら
、

円
陣
を
作
っ
て
七
回
ま
わ
り
ま
す
。そ
の
後
、
ま

た
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
村
の
殿
（
拝
所
）
へ
移
り
、

さ
ら
に
七
回
ま
わ
っ
た
後
、
観
月
会
を
催
し
ま
し

た
。

　
十
五
夜
の
日
、
他
の
行
事
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
。普
天
間
と
大
謝
名
で
は
「
獅
子
舞
」
が

あ
り
、そ
の
後
に
は
角
力
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

両
地
区
の
獅
子
舞
は
現
在
も
続
け
ら
れ
て
お
り
、

市
指
定
無
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
普
天
間
・
野
嵩
で
は
「
廻
る
遊
び
」
と
呼
ば
れ

る
五
年
越
し
・
七
年
越
し
の
周
期
ご
と
に
行
わ

れ
る
村
芝
居
が
あ
り
ま
し
た
。野
嵩
の
マ
ー
ル
ア

シ
ビ
は
１
９
６
０（
昭
和
35

）年
に
復
活
し
、以
後
、

子
年
・
午
年
の
年
に
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
午
年

に
あ
た
る
今
年
は
９
月
14

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
獅
子
舞
や
マ
ー
ル
ア
シ
ビ
で
は
、
近
隣
か
ら

も
大
勢
の
見
物
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
客

目
当
て
に
氷
や
天
ぷ
ら
売
り
等
、
い
ろ
ん
な
物

売
り
が
や
っ
て
き
て
、
大
変
に
ぎ
や
か
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
行
事
は
農
業
で
生
活
を
し
て
い
た

時
代
の
人
々
が
、
五
穀
豊
穣
や
無
病
息
災
等
に

感
謝
し
、
祈
願
す
る
意
味
が
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
行
事
は
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
ま
す
が
、

昔
も
今
も
変
わ
ら
ず
夜
空
を
照
ら
す
月
を
見
上

げ
て
、古
へ
と
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

125

月
の
き
れ
い
な
夜
に
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湾
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史
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▲フチャギ餅のある十五夜のお供え
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は
じ
め
に　

今
年
度

も
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧

（
西
普
天
間
住
宅
地

区
）
で
市
教
育
委
員
会

が
六
月
中
旬
よ
り
実

施
し
て
い
る
文
化
財

調
査
の
内
容
と
現
段

階
で
の
成
果
を
紹
介

し
ま
す
。

文
化
財
調
査
の
内
容
に
つ
い
て　

昨
年
度
は
、
地

表
面
に
残
さ
れ
て
い
る
道
具
（
遺
物
）
や
湧
泉
・
古

墓
（
遺
構
）
、
な
ど
の
所
在
や
現
状
を
目
視
で
確
認

す
る
、
表
面
踏
査
を
喜
友
名
地
区
の
斜
面
緑
地
に

て
実
施
し
、
バ
シ
ガ
ー
な
ど
戦
前
の
面
影
を
残
す

湧
泉
や
、
棚
田
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年

度
は
、
安
仁
屋
・
新
城
の
緑
地
を
中
心
に
表
面
踏

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
城
上
殿
遺
跡　

新
城
出
身
の
民
俗
学
者
で
あ

り
、
市
の
偉
人
で
あ
る
佐
喜
眞
興
英
が
明
治
〜
大

正
時
代
の
新
城
集
落
の
民
俗
・
風
習
等
を
取
り
ま

と
め
た
『
シ
マ
の
話
』
に
は
「
新
城
の
島
（
集
落
）
は

何
百
年
か
前
、
現
在
の
場
所
（
普
天
間
飛
行
場
内
）

か
ら
西
北
方
の
所
（
字
新
城
小
字
下
原
）
よ
り
移

転
し
た
と
言
わ
れ
、
御
嶽
、
屋
敷
跡
な
ど
が
残
っ

て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
イ
シ
ジ
ャ
ー
下

流
の
西
側
付
近
の
表
面
踏
査
に
よ
り
、
現
在
で

も
屋
敷
囲
い
と
考
え
ら
れ
る
石
垣
、
区
画
、
道
跡

や
石
切
り
場
跡
な
ど
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
に
そ

の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
カ
ン
ナ
シ

―

と
呼

ば
れ
て
い
た
大
岩
に
伝
わ
る
字
新
城
と
字
安
仁

屋
の
集
落
移
動
に
関
係
す
る
伝
承
と
あ
わ
せ

て
、
普
天
間
飛
行
場
内
に
、
戦
前
ま
で
字
新
城
の

方
々
が
生
活
し
て
い
た
新
城
集
落
の
成
立
・
移

動
・
発
祥
の
在
り
方
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
貴

重
な
文
化
財
で
す
。

お
わ
り
に　

去
る
六
月
二
四
日
に
キ
ャ
ン
プ
瑞

慶
覧
（
西
普
天
間
住
宅
地
区
）
で
、
掘
削
に
よ
り

地
下
の
文
化
財
の
有
無
を
確
認
す
る
試
掘
調
査

が
日
米
合
同
委
員
会
で
合
意
さ
れ
、
市
教
育
員

会
で
は
八
月
中
旬
よ
り
試
掘
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
地
下
か
ら
新
た
な
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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新城上殿遺跡遠景（南より）

新城上殿遺跡近景（北西より）

石切り場跡近景（西より）
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